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招待講演 I 放射叱多芳診

日本学士院会員

東大名誉教授
木村足づ似

1 私は）q I 2 年 IB創ヤ学 4年生のどぎ，ィt号の投紫て砂めて放紅l·釦元素について挙
んたヽ・。そのときの釘沼苓の放卸紅壼 I.:l¥1 する記救｀ば本文 200 宝足．らず，届歎1俵ゃ“み
鑓子暑表’'にぱウうン・トリウム・ラダウム・ニトン（ラドンの：：と）の 4 つの放知生
元康のみが出ているに邊ぎ席かった。

2 弘/J柴田雄次・§這鱈 •N. Bo HR ・ 5, H E V E.s yの諸先生について 9望ん
だ。これらの諸危生よ＇）賜った告恩の一端 1二ついて述べるつま石J同叙のとお‘‘)トレーサ
一の釦1船考 Iェ HE VE 5 y先生て＂あるが‘J先生ふ＇）承った先生がトレーサーを砂めるいき
ざつについても~gかする。

3 に斜苓雄淳士らば l q 3 8 年釦瑾府を所にサイクロトロン這設しJ房豆応J)U
する／稽を差力に揺進され左，私 li,{二．科棺士の 2'紘栽ど知／尺もる方面て`‘/J’ざざが協力す
るところがあっ左。 I q 3 g年fl'? I'14 I 年にわ戎ってi：：科屈＇窓宦と釦‘‘もの石溶官の
速名召冷表した景請；のうぢ 1 主なものをあげ‘ろと， ( a ) Uｷ -23 7 の答見 ウ7 ::/iご

む輝子をあて）。 2 冗）反応て｀‘召るウランの新しい．核逓び 237 を禁兌した。
ヰ｛;f; (ffい l) 条るI メプハ‘｀ーをつくった最却の例 e'ある"' (b) ウランZ滋分もピ繊｀
仰和訟，肛．似 •At· Cん •I_~ • S?vの 7元素疇たする 2 どを甜めて指玲
謬。 (C) I-リウムがらウラン Y の生尿‘―如心列からいい 3 急列への表瑛。
4 1 q I/-5 年釘月広島、辰か和惑張が投下された際成紺栓釦幼硫苅(;f.繹｀
“和＇•4の謬筍宝I二で行ないれた。広島の試料は、村上悠紐雄んが｀令析し, Sr-89ｷ 
恥 I lf o 、 La -I'f-O など｀｀が房、をする z t，戸詞の試料ぱ疇茂齋応え
山令奇煤遣仄か・麟し 5 "f'- g 1 • Ba -I If. o ｷ Ce --l ク＃．pr- l“4. 
幻- q 0 の存たする Z と玄 8月らか 9::L F-。 2 れク心疇｀直後のガ、スも水直もない戻舜’乞
がザ疇｀辰召、ある，，展かわ輝の追/;j保存してお~ I I qず／卑南英一．齊籐稚姦，
“ォ、zf羨•国分は戻 0鰺入ど応鰭崎ない！残存せる長寿命核経とそれがう生ず弓
紐が譲紅なっ k，玖爆j/fのオ叫J位定される和< -23 クをも知し応
5 (/ビ｀キニの友”の介苅 l <i 5 Lf.年 3/iビキ：：：： l：：：おける枝爆奈突綴 1:. £つて左じ
繹遭射能を府する倍灰 P‘＇れが国の項紺第五福雑丸 1.: }わ•"\ I)ヽリ，女組貶が身係： ／：著し
ぃf素穿f愛けた， ：：の隊灰の本体£っきとのろ厄り知心払ど‘もと南爽—釦妥”グ｀ヽレ
- 70, 飼繹噂,11 孝，｛麟這のグ＇レーフ゜ノ大枝紅、大ヽまの 4号芳怠峰U委つグ｀ Iしーフ·,全
沃大臣，木絨玖桑和唸クグ‘レー兄玄珈人紫の紅叩峰叙綬のク，．／V- フ’l這 I：：巫終ととり
底＂ク佑兌年、介、打と急ぃ K`’クその磁第tif!}1 らす、も実欽 I二 1月ぃた新型渇痺 1本1J.這妥／す

るラ磨ヽI 碍てその歴］．糾虹 I：：｛紅？在と方えろ。
6 第q 3 祐元素りを食ヽ2 クいで J 9 IS 与コヘ゜プ／ 1 ーゲン 12 おりる拭み，加が

I q 40年索衣ヽ：瓦1 る試みについて述べる。

ぎむらけんじるう
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招待講演 II 国際放射線防護委員会の活動

愛知県がんセンター総長 高橋信次

1928年に，第 2 回の国際放射線医学会が，ストックホルムで開かれた。 そのときに，

病院の放射線科で注目され始めた＇放射線による障害’から作業者を守るため X 線とラジ

ウムの放射線防護の国際的な委員会が， イギリスの Kaye の提唱で結成された。メンバー

は，病院の放射線科忙勤務しておる物理学者であった。 委員会の目的は，病院内の放射

線匠対する環境の改善を主として考えておった。 しかし， 1950 年の第 6 回ロンドンの国

際放射線医学会議において， この委員会は 5 つの専門部会を持ち，原子力工業及び環境の

放射線防護をも，その領城とする様になり国際放射線防護委員会 (I C R P) と改組され

た。 それで，アメリカあるいはソビエトで行った核爆発実験による環境の問題，原子力

発電の作業者の問題等に活動の範囲を拡げたのである。

ICRP 委員会及び各専門委は，一年匠一度は会合するが，全委員会は， 2 年毎に合同委

員会を開いて，活動方針を論じ又情報を交換する。委員会の大きな仕事は，放射線防護忙

ついて勧告を出すことである。 ICRP の基本勧告ともいうべきものがあって ICRP 公刊

9 が， 1965年に出されたが，最近 ICRP 公刊 26 で，勧告が1977年に出された。 これらの

勧告は，ほとんどすべての国で法律と同じょう取り扱われているのが普通である。 元来

ICRP は， WHO, ILO, IAEA, IEC ，あるいは， E C のような国際機関と，独立ではある

が密接に意見の交換をし乍ら活動している。 それらの機関は放射線防護匠関しては，

ICRP の勧告が出るのを待って，これに準じて刊行物をつくっていくのが普通である。

また，この勧告を出す土台となったデークもしくは，考えも公刊する。 また Sta tement

も出す。 1977 年から， Annals of I CRP を Perg amon Press から刊行し， ICRP の

刊行物は，総てこの中に収録すること忙なった。 これにより ICRP の発刊は極めて豊

富多彩になって居る。 ICRP の勧告は，放射線防護の一種の B i ble (J_)よう忙考えられた

時代がある。 しかし，放射線の利用が増え，その被爆が広範囲となるばかりでなく，一

方，被爆に対する生物学的疫学的情報が増加して来るので，勧告の内容の変更は当然起っ

てくる。

国際放射線防護委員会の活動として，今後も勧告は次々と行われるであろう。委員は少

数ではあるが，各方面の練達者であり，そのゆえ忙，放射線防護の勧告は，現在最も信頼

されているのである。

たかはし しんじ
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特別講演
I. 村上悠紀雄
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特別講演 I
サ (7 ロ1-[Jシによ環寿命．末紅種tJ)生成しその応用

少し里大術生資砕 ，村寸に11忍耗雄

斜芍の発展 n 厄史ですイ 7 ロトロン 11 シアクロ叩{ 1 口ざらに枷迫のトロァ系尋翫
一里塚しして足れられて＼ I た。 しかし今やサイ 7 0 11 リバイバレと味ゎ？ていり。斜号：の
歴史で二の上う、打阜ば珍し＼‘:::.としいわね 1が［り rふ‘。それ 11 第;:::. iだ文駁n斜界孜笥tf)丈
ざロス乙ら疇しいたよう。 AV~ の史用化11進叫翡皐そ足．化した:::.. ~であi/ I 17\ って
が応じ，，，、いIII らふ啄紅党した:::.しにある。その＆賃、覧の時1ぺも農は原手阻朽惰ジオ
7 イ‘/~ -1゜ (RI) の太暑歩危そして弱虹厚，医席への利知 I□ 1ずrr しさのにめで
あった。しかし，原手炉 1-::. ［り中性和遥剥線心厖弁鑓の文ぎい採 Iヵ渇に疇すべき
多< n囀虚していた。二れに打して，原う炉で出表 r工＼ I R I tっくりうとして／
幽cJ Re.5紐 C如ばが目心ゅ叫疇ても典的ri戸り口t虹（旧虚）
也住｝侭f翻該尼つく＇｝，例，謬該樺這専利用に今日り『イクロのリ Iヽイバ/l/屁ぶぎ
7 サ‘lすし江 7 化。

霞加 0~CI迂： 1) そ碍托 1 -J:汀（l疇）1叫tJ A心戸尋直珈

三｀［9』り□：氾：口て：贔言ば雷児出9
”゜ •第顔位』催された1紅で絆和0% くらい(/)“、う、 11 が村ら払り。立11
爺 ／元［訊格｝侭オ履でパ丈ぎ rI メり、·／卜に叩 II鱈囀rI170謬If)数卜 :~夏三言z.：し言言f~:7,..2三置、：口［キ'::1::;_,...;'l;:
叩虚（M． L一叫t)砂う立で分）／コ碍命和1足爾疇醐霞rI虹炉），＂訪和罷チ
樺立絡界御訟l埓わめて重要咋手綬炉孔てくり。二いらに11, 知 (2，認1 ，四 o.b%) J
をo （りI汎釘l5%),6ね (12鳳的惰）の /0ょ似叩はそれ駄謬ゞ用いらハて＼も。
鯰碍で11砂和加脅叩疇遣｝鱈），忍印巧心疇：：'t-1::.甚プ＜鳴lが興
知ぁる。 7ド累 n::::.1恥文打で今う中の比較的紅r哀陳叫化できが汀麟：：~1-:.1いて 11,
O厄!J"-P t sp砂ゆ瓜¢つが秀L らいていう。＼ ＼和 I 賓J=", 15n I ヽ°ラt 3幻才，レ‘／知あ紅：以‘`I
騎1|25ps で知町線［出す点で物質わ 7')一紅似てい”‘、].ft盾 lむ釦叫で；肴威i練1慧じ
叩 I⑭ ns で到翫臼鱈芍立で介）， I司 I恥初恥褐雑f臼噂麟‘灯和以嘘瞑
払り。そして／的灼燈、足型で11 オヽら斗イ］可ムがで｀ぎるが；紆渇謬で[1=7くら江い(lq虚）r厄‘
腿知ある店知｀昨まっ「つ。
九伍石祖項び巧 I吋イグロ riビで｀フくらいり貌存命紅 1シついて／いくっかハ感秘り咽

楓項知砂凡ぷ即、、（し厚外、々が舷史していくへさい<”‘の了ぽl 口舷パ汁fっい。

むらかみ ゆぎお
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印． 匠用す17 口印ジ叩諄f] (Dr.D. J .S i lves t er)
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表 L わが国の匡用 RI 庄危すイ 70
含”，，，‘ 直ロ 紛名n絆 メーカー r, , 1 

理研 1966 東t 4....1 8 5 ヽ 2 5 I t,o 

孜区研 l 9 7-1 
Thur「9 と 9) il

8 ~t>O IS ヽ~1s 3 2 
cs, 

東大匡材甜 1974 CS-50 2 7 lo 5 0 

8 和~シ•7<約 7ス 1974 cs 30 27 1 5 30 

固エオff品院 1 リ 77 B 床な糾 , ., s , 
和ばCRIセン平 1977 l (; R I`K• V 3•し •1 (1 5 し： 5 1 Uへ

い朽牲年令 RI の特性

枝桂平；雌藉屯唸四し年日ょ閲ぃ
11c lzo.,mi, I 599•\I 9,10'0.38(0.96) 1.2(4. ii 

1 311 1 0. 2n) n 9. 1. 9X I O 9 0 0. 4 3 (l. 20) 1. 7 (5. 6) 

l 50 1 2.] s 9.,  X 1 0 9 0 0. 7 0 (I. 7 4 1 2. 8 (8. 2 1 

l S ]・ l l o,u i u B. 9 7 9 1. 7 X 1 0’o. 2 b (l). 6 6 J O. 7 (2. 5 1 

即叩叩遣腿雑豆絆邸課

HI □｛科積麻f.(11)釦O%(wt)
□ 幻t元象

99 1 93 

表 4, 99( I I 二よう了 1しキ I し4I'..と仄仄砕問
Hel 化合獨 」砕邸99時間

cholia e ' ' "  JOmia 
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叫 acetylchol i ne 

N•met hyl- ,o i 1 ioc 

り n 1 「i
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S
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＇と。2上＇もil3091 上＇叫1[ 7'i n)
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特別講演 II CHEMICAL REACTIONS OF COSMOGENIC RADIOISOTOPES 

IN THE ATMOSPHERE 

F. S. ROWLAND 

Department of Chemistry, University of California, 

Irvine, California 92717, U. S. A. 

忍

1 4 1 4 1 4 The chemical reactions of ~-c formed in the stratosphere by the ~"N(n, p )~'C 

1 4 1 4 nuclear reaction lead to ~~co, and eventually to ~~co2. The subsequent 

14 reactions of ~~CO2 lead to its incorporation in all of the living matter on 

14 earth, and are the basis for "'~C-Da ti n g (W. F. Libby) which has been used to 

place much of the archaeology of the last 15,000 years on an accurate time 

3 14 scale. The reactions of ~H formed by high energy proton reactions with ~~N and 

16 0 can be used for dating water in various environments, and provide 

inforamtion over the past 100 years. 

4 0 3 8 Cosmic ray bombardment of ~vAr creates the short-lived radioisotopes VVCl 

39 
(t112 = 37 minutes) and ~~Cl (tl/Z = 55 minutes). These isotopes participate 

in the chlorine cycle in the atmosphere and form chemical compounds such as 

39 39 39 39 H~J Cl, ~J ClO, ~J ClON02, HO~J Cl, etc. Samples containing these radiochlorine 

isotopes have been collected in the stratosphere, in the troposphere, and 

in rainwater. The information from such experiments is useful in understanding 

the behavior of chlorinated compounds in the atmosphere, and in estimates of 

the effects of the ClO_, catalytic chain reaction upon the total concentration 
X 

of stratospheric ozone. 
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